
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第
三
種
郵
便
物
認
可

（
法
第
三
十
三
条
に
関
す
る
事
項
）

（
法
第
三
十
三
条
に
関
す
る
事
項
）

第
二
十
五
条

第
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
八
項
ま
で
、
第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
二
条
第
一
項
及
び
第

七
項
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
四
条
並
び
に
第
二
十
四
条
の
四
か
ら
第
二
十
四
条
の
八
ま
で
（
第
二
十
四
条
の

五
第
一
項
第
二
号
並
び
に
前
条
第
三
項
第
四
号
及
び
第
五
号
並
び
に
第
六
項
の
規
定
を
除
く
。）の
規
定
は
、
法

第
三
十
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
行
う
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
及
び
同
項
の
許
可
を
受
け
た
者
に
つ
い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
八
条
第
一
項
中
「
第
三
十
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条

第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
条
第
二
項
」
と
、「
有
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）」

と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）」と
、
第
十
八
条
第
二
項
中
「
第
三
十
条
第

二
項
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
条
第
二
項
第
五
号
」
と
、

第
十
八
条
第
三
項
中
「
第
三
十
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三

十
条
第
三
項
」
と
、
第
十
八
条
第
四
項
中
「
第
三
十
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
三
十
条
第
三
項
」
と
、「
有
料
職
業
紹
介
事
業
計
画
書
（
様
式
第
二
号
）」と
あ
る
の
は
「
無
料

職
業
紹
介
事
業
計
画
書
（
様
式
第
二
号
）」と
、
第
十
八
条
第
五
項
中
「
第
三
十
三
条
第
一
項
」と
あ
る
の
は「
第

三
十
条
第
一
項
」
と
、「
第
三
十
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
一
項
」
と
、
第
十
八
条
第
六
項
中

「
第
三
十
三
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
条
第
一
項
」
と
、「
第
三
十
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三

十
三
条
第
一
項
」
と
、「
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
有
料
の
職
業
紹
介
事
業
」
と
、
第
十
八
条
第

七
項
及
び
第
八
項
中
「
第
三
十
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
一
項
」
と
、
第
十
九
条
中
「
第
三

十
二
条
第
三
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
第
三
号
」
と
、「
有

料
の
職
業
紹
介
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
」
と
、
第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
第
三
十
二
条

の
四
第
一
項
」
と
あ
る
の
は「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
四
第
一
項
」と
、「
有

料
職
業
紹
介
事
業
許
可
証
（
様
式
第
五
号
。
以
下
「
有
料
許
可
証
」
と
い
う
。）」
と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹

介
事
業
許
可
証
（
様
式
第
五
号
。
以
下
「
無
料
許
可
証
」
と
い
う
。）」
と
、
第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
第
三
十

二
条
の
四
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
四
第
三
項
」

第
二
十
五
条

第
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
八
項
ま
で
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
二
条
第
一
項
及
び
第
七
項
、
第
二

十
三
条
、
第
二
十
四
条
並
び
に
第
二
十
四
条
の
四
か
ら
第
二
十
四
条
の
八
ま
で
（
第
二
十
四
条
の
五
第
一
項
第

二
号
並
び
に
前
条
第
三
項
第
四
号
及
び
第
五
号
並
び
に
第
六
項
の
規
定
を
除
く
。）の
規
定
は
、
法
第
三
十
三
条

第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
行
う
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
及
び
同
項
の
許
可
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
八
条
第
一
項
中
「
第
三
十
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お

い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
条
第
二
項
」
と
、「
有
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）」と
あ
る
の
は

「
無
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）」と
、
第
十
八
条
第
二
項
中「
第
三
十
条
第
二
項
第
五
号
」

と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
条
第
二
項
第
五
号
」
と
、
第
十
八
条
第
三

項
中
「
第
三
十
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
条
第
三
項
」

と
、
第
十
八
条
第
四
項
中
「
第
三
十
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
三
十
条
第
三
項
」
と
、「
有
料
職
業
紹
介
事
業
計
画
書
（
様
式
第
二
号
）」と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業

計
画
書
（
様
式
第
二
号
）」と
、
第
十
八
条
第
五
項
中
「
第
三
十
三
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
条
第
一

項
」
と
、「
第
三
十
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
一
項
」
と
、
第
十
八
条
第
六
項
中
「
第
三
十
三

条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
条
第
一
項
」
と
、「
第
三
十
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
一

項
」
と
、「
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
有
料
の
職
業
紹
介
事
業
」
と
、
第
十
八
条
第
七
項
及
び
第

八
項
中
「
第
三
十
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
一
項
」
と
、
第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
第
三
十

二
条
の
四
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
四
第
一
項
」

と
、「
有
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
証
（
様
式
第
五
号
。
以
下
「
有
料
許
可
証
」
と
い
う
。）」
と
あ
る
の
は
「
無
料

職
業
紹
介
事
業
許
可
証
（
様
式
第
五
号
。
以
下
「
無
料
許
可
証
」
と
い
う
。）」
と
、第
二
十
一
条
第
二
項
中「
第

三
十
二
条
の
四
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
四
第
三

項
」
と
、「
有
料
許
可
証
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
許
可
証
」と
、「
有
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
証
再
交
付
申
請
書（
様

式
第
六
号
）」と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
証
再
交
付
申
請
書
（
様
式
第
六
号
）」と
、
第
二
十
一
条

と
、「
有
料
許
可
証
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
許
可
証
」
と
、「
有
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
証
再
交
付
申
請
書
（
様
式

第
六
号
）」と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
証
再
交
付
申
請
書
（
様
式
第
六
号
）」と
、
第
二
十
一
条
第

三
項
及
び
第
四
項
中
「
有
料
許
可
証
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
許
可
証
」
と
、
第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
第
三
十

二
条
の
六
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
六
第
二
項
」

と
、「
有
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
有
効
期
間
更
新
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）」と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業

許
可
有
効
期
間
更
新
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）」と
、
第
二
十
二
条
第
七
項
中
「
第
三
十
二
条
の
六
第
二
項
」
と

あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
六
第
二
項
」
と
、「
有
料
許
可
証
」
と

あ
る
の
は
「
無
料
許
可
証
」
と
、
第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三

十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
、
第
二
十
三
条
第
二
項
中
「
第
三
十
二

条
の
七
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」と
、

「
第
三
十
条
第
二
項
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
条
第
二
項

第
四
号
」
と
、「
有
料
許
可
証
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
許
可
証
」
と
、「
有
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
（
様
式

第
六
号
）」と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
（
様
式
第
六
号
）」と
、「
有
料
職
業
紹
介
事
業
変
更

届
出
書
及
び
有
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
証
書
換
申
請
書
（
様
式
第
六
号
）」と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業

変
更
届
出
書
及
び
無
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
証
書
換
申
請
書
（
様
式
第
六
号
）」と
、第
二
十
三
条
第
三
項
中「
第

三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
七
第
一

項
」
と
、「
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
三
条
第
二
項
」
と
、「
有

料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
」
と
、「
有
料
の
職
業
紹
介

第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
有
料
許
可
証
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
許
可
証
」
と
、
第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
第
三

十
二
条
の
六
第
二
項
」
と
あ
る
の
は「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
六
第
二
項
」

と
、「
有
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
有
効
期
間
更
新
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）」と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業

許
可
有
効
期
間
更
新
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）」と
、
第
二
十
二
条
第
七
項
中
「
第
三
十
二
条
の
六
第
二
項
」
と

あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
六
第
二
項
」
と
、「
有
料
許
可
証
」
と

あ
る
の
は
「
無
料
許
可
証
」
と
、
第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三

十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
、
第
二
十
三
条
第
二
項
中
「
第
三
十
二

条
の
七
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」と
、

「
第
三
十
条
第
二
項
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
条
第
二
項

第
四
号
」
と
、「
有
料
許
可
証
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
許
可
証
」
と
、「
有
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
（
様
式

第
六
号
）」と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
（
様
式
第
六
号
）」と
、「
有
料
職
業
紹
介
事
業
変
更

届
出
書
及
び
有
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
証
書
換
申
請
書
（
様
式
第
六
号
）」と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業

変
更
届
出
書
及
び
無
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
証
書
換
申
請
書
（
様
式
第
六
号
）」と
、第
二
十
三
条
第
三
項
中「
第

三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
七
第
一

項
」
と
、「
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
三
条
第
二
項
」
と
、「
有

料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
」
と
、「
有
料
の
職
業
紹
介

事
業
又
は
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
又
は
有
料
の
職
業
紹
介
事
業
」と
、

第
二
十
三
条
第
四
項
中
「
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
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